
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年１０月１６日              NO,４９９ 

 

 利根東小学校、利根西小学校、平川小学校の３校が統合され、４月から

利根小学校が開校し、現在は旧西小学校で子どもたちは学校生活を送って

いますが、旧東小学校の場所に新しい校舎の建設がはじまります。 

 校舎の建築は萬屋建設が５億５，２９６万 

円で落札し、機械設備工事、電気設備工事を 

含めると７億１，６２５万６千円の建設費と 

なります。 

 普通教室８、音楽室など特別教室５室で完 

成は２０１７年１１月の予定です。 

 白岩の芭蕉句碑 

 白岩町のＪＲ上越線沿いの道の 

石垣の上に、自然石に「芭蕉翁」 

と彫られた芭蕉の句碑があります。 

 台石には「しばらくは はなの 

上なる 月夜かな」の「初蝉」に 

収められた句が彫られています。 

 裏面に建立者の琵琶庵素広（素 

郊）の名がありますが、本名は中 

島久太夫で松茂庵布汁の孫にあた 

ります。 

恩田町の熊野神社 

   恩田町の熊野神社は、旧１７号の交差点にありますが、以前 

前 は、利根川沿いにあり明治１５年（１８８２）の洪水で流され、

翌年現在の場所に移さ

れました。 

                    明治４１年（１９０

８）に許可を得て、八幡

宮、神明宮、など付近に

あった小さい祠を集め

いっしょに祀られるよ

うになりました。 

 沼田公園野球場で８日と９日に開かれた産業展示即売

会で８日、真田家の家紋「六文銭」を模した、巨大焼き

まんじゅうが登場し、来場 

者約４００人に切り分けら 

れました。 

 まんじゅうは１個当たり、 

直径約 60 ㌢、重さ約 4.5 

㌔で、ぐんまちゃんもみそ 

ぬりを手伝ってくれました。手伝いました。 
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ら
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 第６３回沼田市民大運動会が１０日、沼田市運動公園

で開かれ、薄根支部が２０３点を獲得し１１年ぶりの優

勝を果たし、利南支部の１０連覇を阻止しました。 

               第２位は、２００点を

獲得した利南支部、第３

位は、１８６点の東部支

部でした。 

               市民体育大会との総合

では、利南支部が優勝を

果たしました。 

 大東議員は９月定例市議会の一般質問で、沼田公園長期整備構想のこれ

からの取り組みや財源確保などについて質問しました。 

 市長はこれからの取り組みについて、「学術的な価値を損ねないように発

掘調査をしっかりとすすめ、全体像を明らかにし、整備計画の再検討をお

こない、推進していきたい」と答えました。 

 財源確保については、「本丸・二の丸・三の丸等の復元の概算費用は、５

３億５，５００万円と多額で、沼田城建設基金の活用や地方債の充当が考

えられ、県や国の史跡と認定されれば県・国の補助事業として整備をすす

めることが期待できるので、それらを有効に活用し、これからの整備をす

すめたいと考えている」と答えました。 


